
22広報とうおん　2023.4広報とうおん　2023.433 広報とうおん　2023.4広報とうおん　2023.4

9

33 広報とうおん　2023.4広報とうおん　2023.4

桜の花びらが市内を淡いピンク色に染めて、新しい年度がスタートした４月。
令和 5 年第１回東温市議会定例会では加藤市長が施政方針を述べ、市政運営に対する決意を新たにした。
私たちの生活が一変した 2020 年。あれから３年、失ったものは大きい。けれど新しく得たものは確かにある。
ここからまた、まちづくりの歩みを進めよう。次世代に引き継ぐその日まで。
今月の広報は、令和５年度の施策や予算を施政方針とともにお伝えします。
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東
温
市
長

加 

藤　
章

１
９
４
８
年
旧
重
信
町
生
ま
れ
。
神
戸
大
学
卒
業
後
、
重
信
町
役
場
入

庁
。
旧
２
町
の
合
併
後
、
総
務
部
長
、
副
市
長
を
歴
任
し
、
平
成
28 

年
に
東
温
市
長
へ
就
任
。
２
期
３
年
目
。
ま
ち
づ
く
り
の
テ
ー
マ
は“
温

か
笑
顔
の
東
温
市
”。
趣
味
は
ス
ポ
ー
ツ
（
サ
ッ
カ
ー
）。

　
本
年
は
２
期
目
と
な
る
市

政
の
舵
取
り
役
を
担
わ
せ
て

い
た
だ
い
て
か
ら
、
折
り
返

し
の
３
年
目
を
迎
え
ま
す
。

　
愛
媛
県
が
昨
年
発
表
し
た

「
将
来
推
計
人
口
」に
お
い

て
２
０
６
０
年
の
本
市
の
人

口
は
２
４
，
２
１
０
人
で
し

た
。
２
０
２
０
年
と
比
較
し

て
、
28
．
６
％
の
減
と
な
っ

て
お
り
、
愛
媛
県
全
体
で
は

41
．
３
％
の
減
と
な
っ
て
い

ま
す
。
こ
う
し
た
中
、
県
で

は
地
域
を
構
成
す
る
多
様
な

主
体
が
力
を
合
わ
せ
、
将
来

的
な
人
口
構
造
の
若
返
り
を

目
指
す
た
め
昨
年
10
月
に

「
え
ひ
め
人
口
減
少
対
策
重
点
戦

略
」を
策
定
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

県
と
市
町
が
連
携
を
密
に
し
て

本
戦
略
に
基
づ
く
施
策
に
取
り
組

む
た
め
、
２
月
15
日
に
愛
媛
県
及

び
県
内
20
市
町
の
首
長
が「
愛
媛

県
・
市
町
人
口
減
少
対
策
協
働
宣

言
」を
行
い
ま
し
た
。

　
本
市
に
お
き
ま
し
て
も
人
口
減

少
・
少
子
高
齢
化
対
策
に
取
り

組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
あ

る
意
味
正
念
場
と
な
っ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
本
年
を
人
口
減
少
対
策

元
年
と
位
置
付
け
、
こ
れ
ま
で
以

上
に
積
極
的
な
企
業
誘
致
や

移
住
・
定
住
等
の
施
策
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

　
刻
々
と
変
化
す
る
さ
ま
ざ

ま
な
政
策
的
課
題
に
対
し
、

ス
ピ
ー
ド
感
を
も
っ
て
積
極

的
に
取
り
組
み
、「
市
民
の

皆
さ
ま
の
福
祉
向
上
」を
目

指
す
と
と
も
に「
温あ

っ
たか

笑
顔

の
東
温
市
」の
実
現
に
向
け

て
全
力
前
進
し
て
ま
い
り
ま

す
の
で
、
市
民
の
皆
さ
ま
の

ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
た

い
と
存
じ
ま
す
。

人口減少、待ったなし——
これまで以上に人口構造の若返りを

特
　
集

▶現状…戦後初めて愛媛県の人口が 130 万人
を下回る。東温市は 33,202 人と緩やかな減少
を続けている／▶課題…若年者層の県外流出
と出生数の減少／▶対策…個人の意思や生き
方を尊重しながら、①若年世代に県内へ戻っ
てきてもらう、②婚姻件数の増加対策により
出生数の反転増加を目指す

（えひめ人口減少対策重点戦略等から引用）

加藤市長、市政２期３年目の決意
全力前進全力前進

か
と
う
・
あ
き
ら
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令
和
５
年
度
の
市
政
運
営
に

あ
た
っ
て
の
基
本
方
針
を
申
し
上

げ
ま
す
。
就
任
以
来
、
一
貫
し
て

本
市
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
、

「
合
併
後
の
一
体
化
」と
先
人
が

育
て
た「
住
み
よ
い
、
暮
ら
し
や

す
い
東
温
市
」を
受
け
継
ぎ
、
守

り
育
て
、
さ
ら
に
良
く
し
て
、
次

の
世
代
に
渡
し
て
い
く
こ
と
を
基

本
と
し
て
、
５
つ
の
政
策
を
公
約

の
柱
と
し
て
推
進
し
て
い
ま
す
。

市
民
の
声
を
大
切
に
す
る

ま
ち
づ
く
り

　
市
民
の
皆
さ
ま
の
声
が「
住
み

よ
い
、
暮
ら
し
や
す
い
」ま
ち
づ

く
り
の
推
進
に
重
要
で
す
。
声
を

聞
き
、
皆
さ
ま
と
の
協
働
の
ま
ち

づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
す
。
特
に

「
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
」は
市

政
に
対
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
声
を
直

接
聞
く
こ
と
が
で
き
る
重
要
な
機

会
で
す
。
開
催
方
法
も
検
討
し
、

可
能
な
と
こ
ろ
か
ら
再
開
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

健
康
日
本
一
の
ま
ち
づ
く
り

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

に
つ
い
て
、
４
月
以
降
の
ワ
ク
チ

ン
接
種
は
専
門
家
に
よ
る
検
討
が

行
わ
れ
て
い
ま
す
。
本
市
で
は
国

の
方
針
に
基
づ
き
、
皆
さ
ま
の
命

と
健
康
を
守
る
た
め
、
迅
速
か
つ

確
実
に
接
種
が
行
え
る
よ
う
、
引

き
続
き
接
種
体
制
の
確
保
に
努

め
ま
す
。

　
ま
た
東
温
市
医
師
会
や
東
温
市

歯
科
医
師
会
、
愛
媛
大
学
医
学
部

附
属
病
院
、
愛
媛
医
療
セ
ン
タ
ー

な
ど
の
協
力
に
よ
る「
健
康
づ
く

り
講
座
」「
健
康
フ
ォ
ー
ラ
ム
」の

開
催
、
市
内
中
小
零
細
企
業
と

連
携
し
た「
と
う
お
ん
健
康
医
療

創
生
事
業
」の
取
り
組
み
を
行
い
、

健
康
寿
命
の
延
伸
を
図
り
ま
す
。

災
害
に
強
い
、
安
全
安
心
の

ま
ち
づ
く
り

　
昨
年
は
、
こ
れ
ま
で
西
日
本
で

多
く
発
生
し
て
い
た
線
状
降
水
帯

が
東
北
地
方
で
み
ら
れ
、
各
地
で

記
録
的
な
大
雨
に
よ
る
豪
雨
災

害
が
広
域
化
・
激
甚
化･

頻
発

化
し
、
甚
大
な
被
害
が
発
生
し
ま

し
た
。
本
市
に
お
い
て
も
、
今
後

発
生
が
予
想
さ
れ
て
い
る「
南
海

ト
ラ
フ
を
震
源
域
と
す
る
巨
大
地

震
」な
ど
の
大
規
模
災
害
等
に
備

え
、さ
ま
ざ
ま
な
訓
練
の
実
施
や
、

福
祉
避
難
所
の
整
備
、
備
蓄
物

資
や
防
災
資
機
材
の
拡
充
、
さ
ら

の
太
陽
光
発
電
設
備
等
の
導
入
の

可
能
性
を
調
査
し
、
導
入
計
画
の

策
定
を
進
め
る
ほ
か
、
橋
梁
や
公

共
施
設
の
照
明
設
備
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化

を
継
続
し
て
進
め
、
消
費
電
力
の

削
減
と
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
抑
制
に
よ

る
環
境
負
荷
の
低
減
を
図
り
ま

す
。
ま
た
、
ご
み
収
集
事
業
に
お

い
て
は
、
引
き
続
き
適
正
な
分
別

収
集
と
不
法
投
棄
へ
の
対
策
を
進

め
ま
す
。
こ
れ
ら
は
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の

推
進
は
も
と
よ
り
、
重
信
川
の
最

上
流
を
預
か
る
東
温
市
と
し
て
、

「
美
し
い
東
温
市
」の
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
る
た
め
に
、
重
要
か
つ

欠
か
せ
な
い
取
り
組
み
と
考
え
て

い
ま
す
。

各
種
施
策
を
全
力
で

　
以
上
、
５
つ
の
柱
に
加
え
て
、

多
面
的
機
能
支
払
制
度
等
を
活

用
し
た
農
林
業
の
振
興
、
さ
く

ら
の
湯
観
光
物
産
セ
ン
タ
ー
を
核

と
し
た
商
工
観
光
の
振
興
、
Ｇ
Ｉ

Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
や
ア
ー
ト
・

ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
と
う
お
ん
構
想
な
ど

の
教
育
文
化
芸
術
の
振
興
、
青
少

年
の
健
全
育
成
な
ど
本
年
も
引

き
続
き
、
各
種
の
施
策
を
全
力
で

進
め
ま
す
。

　
続
き
ま
し
て
、
令
和
５
年
度
の

市
政
推
進
に
あ
た
り
、
総
合
計
画

の
政
策
目
標
に
沿
っ
て
、
新
た
な

取
り
組
み
な
ど
、
そ
の
概
要
を
申

し
上
げ
ま
す
。

み
ん
な
が
元
気
に
な
る

健
康
福
祉
の
ま
ち

　

妊
娠
時
か
ら
出
産
、
子
育
て

ま
で
一
貫
し
て
相
談
に
応
じ
、
さ

ま
ざ
ま
な
ニ
ー
ズ
に
即
し
た
支
援

に
つ
な
ぐ
伴
走
型
相
談
支
援
と
出

産
・
子
育
て
応
援
金
を
支
給
す

る
経
済
的
支
援
を
一
体
的
に
行
う

「
出
産
・
子
育
て
応
援
事
業
」や
、

コ
ロ
ナ
禍
以
降
減
少
傾
向
に
あ
る

特
定
健
診
の
受
診
率
向
上
を
図

る「
特
定
健
康
診
査
受
診
勧
奨
事

業
」を
推
進
し
ま
す
。

　

高
齢
者
福
祉
施
策
で
は
、
本

年
10
月
に「
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
愛

顔
の
え
ひ
め
２
０
２
３
」が
開
催

さ
れ
ま
す
。
本
市
で
は
、
10
月
29

日
と
30
日
の
２
日
間
、
全
国
か
ら

集
ま
る
１
，
８
０
０
人
余
り
の
代

表
選
手
を
迎
え
、
東
温
市
総
合

公
園
多
目
的
広
場
で
ゲ
ー
ト
ボ
ー

ル
交
流
大
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

子
育
て
支
援
施
策
で
は
、
保

護
者
の
疾
病
な
ど
に
よ
り
家
庭
で

子
ど
も
を
養
育
す
る
こ
と
が
一
時

的
に
困
難
に
な
っ
た
場
合
等
に
利

用
で
き
る「
子
育
て
短
期
支
援
事

業
」や
、
発
達
確
認
の
機
会
と
し

て
、
５
歳
児
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施

し
、
就
学
へ
の
負
担
の
軽
減
を
図

る「
５
歳
児
相
談
事
業
」を
新
た
に

実
施
し
ま
す
。

　
ま
た
、
川
内
保
育
園
と
西
谷
幼

稚
園
の
ト
イ
レ
改
修
工
事
な
ど
環

境
整
備
に
も
努
め
ま
す
。

　
少
子
化
対
策
と
し
て
は
、
子
ど

も
を
持
ち
た
い
と
望
む
夫
婦
の
一

般
不
妊
治
療
費
負
担
の
軽
減
を

図
る
事
業
を
新
た
に
実
施
す
る
と

と
も
に
、
松
山
圏
域
で
連
携
し
、

結
婚
を
望
む
男
女
の
出
会
い
の
場

の
提
供
や
結
婚
相
談
な
ど
を
継

続
し
て
実
施
し
ま
す
。

安
全
で
快
適
な

社
会
基
盤
の
ま
ち

　
東
温
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ

ン
ジ
は
、
令
和
６
年
３
月
末
の
供

用
開
始
に
向
け
て
整
備
が
本
格

化
し
て
お
り
、
並
行
し
て
安
全
な

通
行
を
確
保
す
る
た
め
の
周
辺
道

路
網
の
整
備
に
着
手
し
て
い
き
ま

す
。
周
辺
道
路
の
整
備
に
よ
り
、

重
信
川
緑
地
公
園
の
多
目
的
広

場
が
利
用
で
き
な
く
な
る
こ
と
か

ら
、
隣
接
す
る
公
園
の
再
整
備
を

に
、
地
域
防
災
の
リ
ー
ダ
ー
と
な

る
防
災
士
の
育
成
な
ど
の
取
り
組

み
を
引
き
続
き
進
め
ま
す
。

持
続
可
能
な
子
育
て
支
援
や
、

障
が
い
者
福
祉
・
高
齢
者
福
祉
の

充
実
し
た
ま
ち
づ
く
り

　
人
口
減
少
の
緩
和
に
は
、
子
育

て
支
援
の
充
実
に
加
え
、
安
心
し

て
働
き
、
子
育
て
し
や
す
い
環
境

づ
く
り
が
重
要
で
す
。
母
子
に
対

す
る「
産
後
ケ
ア
事
業
」や
家
事
・

育
児
等
に
対
し
て
不
安
・
負
担
を

抱
え
る
家
庭
な
ど
を
支
援
す
る

「
子
育
て
世
帯
訪
問
支
援
事
業
」

な
ど
を
講
じ
る
と
と
も
に
、
幼
稚

園
や
保
育
所
の
保
育
環
境
の
整

備
や
保
育
の
質
の
向
上
な
ど
に
引

き
続
き
取
り
組
み
ま
す
。

　
ま
た
、
障
が
い
者
福
祉
や
介
護

な
ど
、
市
民
生
活
に
直
結
す
る
施

策
に
継
続
し
て
取
り
組
み
、
子
ど

も
か
ら
高
齢
者
ま
で
、
誰
も
が
笑

顔
で
共
に
生
き
る
地
域
づ
く
り
を

目
指
し
て
い
き
ま
す
。

環
境
政
策
の
推
進
に
よ
る

美
し
い
ま
ち
づ
く
り

　

脱
炭
素
社
会
の
実
現
に
向
け

て
、
避
難
所
と
し
て
指
定
さ
れ
て

い
る
市
内
の
19
の
公
共
施
設
等
へ

全力市政に尽くす覚悟

全員がチーム東温として
持続可能なまちづくりを

前進時代の流れに沿って

2015 年国連サミットで採択された持続可能な開発目標 SDGs。
地球規模の国際目標を、東温市から。

加藤市長、市政２期３年目の決意
特
　
集全力前進全力前進



66広報とうおん　2023.4広報とうおん　2023.477 広報とうおん　2023.4広報とうおん　2023.4 66

進
め
ま
す
。

　
ま
た
、
都
市
計
画
に
関
す
る
基

本
的
な
考
え
方
を
示
し
た「
都
市

計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」の
改
定

及
び
人
口
減
少
・
少
子
高
齢
化
に

対
応
し
た
都
市
整
備
へ
の
変
化
を

促
し
、
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り

を
行
う
た
め
、「
立
地
適
正
化
計

画
」の
策
定
を
進
め
ま
す
。

　
地
域
公
共
交
通
で
は
、
伊
予
鉄

バ
ス
㈱
が
全
国
初
の
国
内
開
発
大

型
Ｅ
Ｖ
バ
ス
の
運
行
を
川
内
線
で

開
始
し
て
い
ま
す
。
こ
の
バ
ス
は
、

Ｃ
Ｏ
２
の
排
出
量
を
年
間
で
約
23

㌧
削
減
す
る
、
環
境
に
優
し
い
バ

ス
で
す
。
今
後
も
企
業
と
協
力
し

な
が
ら
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
つ
な
が
る

取
り
組
み
を
進
め
な
が
ら
、
利
用

者
拡
大
に
つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。

　

移
住
・
定
住
を
促
進
す
る
取

り
組
み
と
し
て
は
、
移
住
定
住
総

合
窓
口
、
移
住
体
験
住
宅
、
空
き

家
の
有
効
活
用
な
ど
の
事
業
を

継
続
、
発
展
さ
せ
な
が
ら
、
引
き

続
き
移
住
・
定
住
者
の
増
加
に
つ

な
げ
て
い
き
ま
す
。

　
次
に
水
道
事
業
で
は
、
安
全
・

安
心
で
お
い
し
い
水
の
安
定
供
給

を
維
持
す
る
た
め
、
ア
セ
ッ
ト
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
計
画
に
基
づ
き
、
水

道
施
設
の
耐
震
化
を
推
進
す
る

と
と
も
に
、
施
設
等
の
適
切
な

維
持
管
理
を
進
め
ま
す
。
下
水

道
事
業
で
は
、
浸
水
災
害
を
最

小
化
す
る
た
め
、
雨
水
出
水
浸

水
想
定
区
域
図
の
作
成
に
取

り
組
み
ま
す
。

　

消
防
体
制
と
防
災
・
減
災

対
策
で
は
、消
防
団
施
設
整
備
、

消
防
車
両
整
備
を
行
い
、
松
山

圏
域
消
防
指
令
セ
ン
タ
ー
整
備

事
業
で
は
、
令
和
６
年
度
か
ら

の
共
同
運
用
を
進
め
ま
す
。

　
ま
た
、
急
な
病
気
や
ケ
ガ
を

し
た
と
き
に
、
緊
急
度
を
医
師

や
看
護
師
が
判
断
す
る
電
話
相

談
受
付
窓
口「
＃
７
１
１
９
」を

県
と
共
同
で
開
設
し
、
救
急
車
の

適
正
利
用
や
医
療
機
関
の
受
診
の

適
正
化
に
つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。

　
環
境
施
策
の
推
進
で
は
、
家
庭

用
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
自
動

車
、
い
わ
ゆ
る
電
気
自
動
車
の
導

入
を
支
援
す
る
補
助
制
度
を
新

設
し
、
Ｃ
Ｏ
２
排
出
の
抑
制
に
つ

な
げ
て
い
き
ま
す
。

創
造
性
と
活
力
に
満
ち
た

元
気
産
業
の
ま
ち

　
農
業
振
興
の
た
め
の
各
種
施
策

を
計
画
的
に
実
施
す
る
た
め
、「
農

業
振
興
地
域
整
備
計
画
」の
改
定

に
向
け
た
取
り
組
み
を
都
市

計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
と
の

整
合
性
を
図
り
な
が
ら
進
め

ま
す
。
ま
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
県

産
米「
ひ
め
の
凜
」の
生
産
・

集
荷
体
制
の
強
化
を
図
る
た

め
、
カ
ン
ト
リ
ー
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
へ
色
彩
選
別
機
の
導
入

と
籾
摺
調
製
設
備
の
更
新
に

対
す
る
支
援
を
行
い
ま
す
。

　
商
工
業
の
振
興
施
策
と
し

て
、
昨
年
度
実
施
し
た
東
温

市
中
小
零
細
企
業
現
状
把
握

調
査
の
結
果
を
踏
ま
え
、「
中

小
零
細
企
業
ま
る
ご
と
応
援

事
業
」の
補
助
メ
ニ
ュ
ー
を
見

直
し
、
人
材
育
成
と
デ
ジ
タ
ル
化

の
促
進
を
２
つ
の
補
助
メ
ニ
ュ
ー

と
し
て
新
た
に
設
け
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
サ
ー
ビ
ス
を
活
用
し
た
事

業
展
開
な
ど
の
取
り
組
み
を
支

援
し
て
い
き
ま
す
。

　
次
に
、
田
窪
第
２
工
業
団
地
は

令
和
５
年
度
の
工
事
完
成
を
目
指

し
て
整
備
事
業
を
継
続
す
る
と

と
も
に
、
吉
久
工
業
団
地
は
用
地

確
保
や
工
事
着
手
な
ど
、
企
業
立

地
の
促
進
を
図
り
、
積
極
的
な
企

業
誘
致
に
よ
る
安
定
し
た
雇
用
の

場
を
確
保
す
る
こ
と
で
、
人
口
減

少
対
策
に
つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。

心
豊
か
に
学
び
あ
う

文
化
創
造
の
ま
ち

　
ま
ず
、
学
校
Ｉ
Ｃ
Ｔ
整
備
事
業

と
し
て「
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構

想
」の
実
現
に
向
け
て
、
学
校
Ｉ

Ｃ
Ｔ
環
境
の
整
備
を
引
き
続
き
進

め
ま
す
。
次
に
、
南
吉
井
小
学
校

屋
外
ト
イ
レ
大
規
模
改
修
工
事
、

上
林
小
学
校
屋
内
運
動
場
照
明

設
備
改
修
工
事
、
重
信
中
学
校

中
校
舎
長
寿
命
化
改
修
工
事
や

学
校
施
設
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
設
備

な
ど
、
引
き
続
き
教
育
環
境
の
整

備
を
進
め
ま
す
。

　
次
に
、ス
ポ
ー
ツ
の
推
進
で
は
、

第
58
回
愛
媛
県
ク
ラ
ブ
対
抗
駅

伝
競
走
大
会
を
本
市
で
開
催
し
、

県
内
各
地
か
ら
１
，
５
０
０
人
程

度
の
参
加
者
を
迎
え
ま
す
。
こ
の

大
会
を
通
じ
て
、
駅
伝
の
普
及
は

も
と
よ
り
、
長
距
離
コ
ー
ス
に
お

け
る
大
会
運
営
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
得

て
、
本
市
の
駅
伝
大
会
や
市
民
健

康
マ
ラ
ソ
ン
な
ど
を
充
実
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

み
ん
な
で
つ
く
る

協
働
・
自
立
の
ま
ち

　
平
成
28
年
度
に
策
定
し
た
ア
ー

ト
・
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
と
う
お
ん
構
想

に
基
づ
き
、
こ
れ
ま
で
数
々
の
事

業
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
。
令
和

５
年
度
に
８
年
目
を
迎
え
る
こ
と

か
ら
、
次
期
構
想
の
方
向
性
な

ど
の
検
討
を
行
う
た
め
ア
ー
ト
・

ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
と
う
お
ん
構
想
成
果

検
証
事
業
に
取
り
組
み
ま
す
。
ま

た「
東
温
ア
ー
ト
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
」に
お
い
て
市
民
提
案

枠
を
新
た
に
設
け
、
市
民
の
参
画

を
図
り
、
更
な
る
構
想
の
周
知
、

浸
透
を
促
進
し
て
い
き
ま
す
。

　
次
に
、
デ
ジ
タ
ル
化
の
推
進
で

は
、東
温
市
デ
ジ
タ
ル
化
マ
ス
タ
ー

プ
ラ
ン
に
基
づ
き
、
各
種
行
政
手

続
き
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化
を
図
る
た

め
、
愛
媛
県
が
導
入
し
た
電
子
申

請
シ
ス
テ
ム
を
共
同
利
用
し
て
い

き
ま
す
。
ま
た
人
口
減
少
時
代
に

対
応
し
た
行
政
運
営
を
推
進
す
る

た
め
、
業
務
自
動
化
ツ
ー
ル
Ｒ
Ｐ

Ａ
や
Ｏ
Ｃ
Ｒ
シ
ス
テ
ム
な
ど
Ｉ
Ｃ

Ｔ
を
積
極
的
に
活
用
し
ま
す
。
今

後
も
市
民
の
利
便
性
、
業
務
の
効

率
性
及
び
ス
ピ
ー
ド
化
を
念
頭
に

置
い
て
、
デ
ジ
タ
ル
化
を
推
進
し

て
い
き
ま
す
。

　

昨
年
12
月
23
日
に
国
が
策
定

し
た
デ
ジ
タ
ル
田
園
都
市
国
家
構

想
総
合
戦
略
で
は
、「
地
方
に
仕

事
を
つ
く
る
」、「
人
の
流
れ
を
つ

く
る
」、「
結
婚
・
出
産
・
子
育
て

の
希
望
を
か
な
え
る
」、
そ
し
て
、

「
魅
力
的
な
地
域
を
つ
く
る
」の

４
つ
の
施
策
の
方
向
が
示
さ
れ
て

い
ま
す
。
デ
ジ
タ
ル
の
力
を
活
用

し
て
地
方
の
社
会
課
題
を
解
決

し
、
魅
力
を
向
上
さ
せ
る
た
め
に

必
要
な
デ
ジ
タ
ル
基
盤
の
整
備
や

デ
ジ
タ
ル
人
材
の
育
成
・
確
保
な

ど
、
デ
ジ
タ
ル
実
装
の
基
礎
条
件

整
備
の
取
り
組
み
が
推
進
さ
れ
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。
こ
れ
を
受
け

本
市
で
も
、
現
在
の「
第
２
期
東

温
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生

総
合
戦
略
」は
、
国
、
県
の
総
合

戦
略
に
沿
っ
て
策
定
し
て
い
る
こ

と
か
ら
、
公
約
や
総
合
計
画
と
の

整
合
性
を
保
ち
つ
つ
、
国
の
デ
ジ

タ
ル
田
園
都
市
国
家
構
想
総
合

戦
略
の
方
向
性
に
基
づ
き
、
本
市

が
抱
え
て
い
る
社
会
課
題
を
解
決

す
る
た
め
、
新
た
な
取
り
組
み
の

検
討
に
着
手
し
、「
持
続
可
能
な

ま
ち
づ
く
り
」を
着
実
に
進
め
て

い
き
ま
す
。
厳
し
い
財
政
状
況
が

続
き
ま
す
が
、
今
後
も
市
民
の
皆

さ
ま
が
愛
着
を
持
ち
、
次
世
代
の

子
ど
も
た
ち
が
希
望
を
持
て
る
よ

う
、
皆
さ
ま
と
共
に
歩
む「
温
か

笑
顔
の
東
温
市
」の
実
現
に
向
け

て
全
力
前
進
し
て
い
き
ま
す
。
■

まちが人を呼び仕事を作り、
さらにまちが発展する好循環を生む

継承つなげよう、次代へ

人口減少対策には市民の
福祉向上が欠かせない

移住・定住、デジタル田園都市——。刻々と変化する社会的
課題への対応は、今東温市に住んでいる人々にとっても必要だ。
全ては市民のため。市政スタート時に掲げた「全力前進」の文
字は、決して色褪せることはない。

加藤市長、市政２期３年目の決意
特
　
集全力前進全力前進
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